
関
係
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

的
は
、
上
部
に
切
り
込
み
の
痕
跡
が
残
る
。
⑫
は
、
上
下
に
本
組
み
の
切
り

込
み
が
あ
り
、
右
側
面
の
四
カ
所
に
釘
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
折
敷
の
縁
板
に
墨

書
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
①
は
、
上
部
に
径
五
ｍｍ
の
穿
孔
を
施
す
。
ω
は
小
型

の
曲
物
の
底
板
に
墨
書
し
た
も
の
。

な
お
、
本
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
京
都
大
学
の
西
山
良
平
氏
、
京
都
橘

大
学
の
有
坂
道
子
氏
、
滋
賀
県
立
大
学
の
東
幸
代
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（原
山
充
志

（京
都
市
考
古
資
料
館
》

お

お

さ

か

じ

ょ
う

大
蓼

大
坂

城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
谷
町
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
Ｏ
Ｓ
〇
五
十
三
次
調
査
　
一
一〇
〇
五
年

（平
１７
）
七
月
～

八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
平
井
　
和

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
豊
臣
氏
大
坂
城
前
期

（
一
五
八
〇
年
～
一
五
九
八
年
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
大
坂
城
の
西
方
に
広
が
る
武
家
地
の
一
角
に
あ
た
り
、
大
坂
城
大

手
門
か
ら
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
西
方
、

大
手
通
の
南
側
に
位
置
す
る
。

調
査
面
積
は
二
七
〇
♂
で
あ
る
。

木
簡
は
、
豊
臣
氏
大
坂
城
前

一期

（天
正
八
年

〈
一
五
人
○
〉
～

慶
長
三
年

（
一
五
九
八
》

に
属

す
る
廃
棄
土
坑
か
ら
計
六
点
出

土
し
た
。
廃
棄
土
坑
は

一
三
基

確
認
し
て
お
り
、
木
簡
は
漆
製

(大阪東北部)



2005年出土の木簡

品

・
木
製
品

。
鋳
造
関
係
遺
物

・
陶
磁
器
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。
内
訳
は
、

Ｓ
Ｋ

一
五

・
Ｓ
Ｋ

一
人

。
Ｓ
Ｋ

一
一
・
Ｓ
Ｋ

一
三

・
Ｓ
Ｋ

一
六

・
Ｓ
Ｋ
二

一
か

ら
各

一
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
廃
棄
土
坑
の
規
模
と
形
状
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
Ｓ
Ｋ

一
五
は
長

軸
二

・
二
ｍ
短
軸
二

・
五
ｍ
深
さ
〇

・
八
五
ｍ
の
方
形
土
坑
。
Ｓ
Ｋ

一
人
は
長

径
三

。
一
ｍ
短
径
二

・
一
ｍ
深
さ

一
・
三
ｍ
の
長
円
形
土
坑
。
Ｓ
Ｋ

一
一
は
長

径
約
二

・
Ｏ
ｍ
短
径
約

一
・
六
ｍ
深
さ
約

一
・
Ｏ
ｍ
の
長
円
形
土
坑
。
Ｓ
Ｋ

一

三
は
長
軸

一
。
四
ｍ
短
軸

一
・
二
ｍ
深
さ
約

一
・
Ｏ
ｍ
の
方
形
土
坑
。
Ｓ
Ｋ

一

六
は
長
軸
約

一
・
七
ｍ
短
軸

一
・
三
ｍ
深
さ
約
○

・
七
ｍ
の
方
形
土
坑
。
Ｓ
Ｋ

二

一
は
長
径

一
・
六
ｍ
短
径

一
・
Ｏ
ｍ
深
さ

一
・
一
ｍ
の
長
円
形
土
坑
。

こ
の
う
ち
Ｓ
Ｋ

一
五

・
Ｓ
Ｋ

一
三

・
Ｓ
Ｋ

一
六
は
方
形
を
呈
し
て
形
状
が
似

て
お
り
、
位
置
も
近
接
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｋ

一
一
も
こ
れ
ら
の
方
形
土
坑
と
近
い

位
置
に
あ
る
が
、
形
状
は
長
円
形
を
呈
し
て
お
り
異
な
る
。
Ｓ
Ｋ

一
八
と
Ｓ
Ｋ

二

一
は
と
も
に
長
円
形
の
土
坑
で
位
置
も
近
接
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
方
形
土

抗
と
近
い
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
別
の
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
得
る
可
能
性
が

あ
る
。

こ
れ
ら
の
廃
棄
土
坑
は
、
遺
物
に
肥
前
磁
器
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら

み
て
、
豊
臣
氏
大
坂
城
前
期
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
三
の
九
築
造

以
前
に
、
当
該
地
の
近
く
に
金
属
加
工
に
関
わ
る
工
房
や
住
居
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
唆
す
る
資
料
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｋ

一
五

ω
　
。「＜（目印）鰈
醐寸劫印斤姐九」

。「＜（帽印）諦融加紋絨勝尉
酢」

Ｓ
Ｋ

一
八

②
　
。
「
＜
□
□
兵
衛
」

名
＜
日
口
　
　
」

Ｓ

Ｋ

一

一

①

　

「
＜
な
□
□
郎
口
回
」

Ｓ
Ｋ

一
三

い

　

「あ
口
□
□
」

Ｓ
Ｋ
一
六

⑤

　

口

□

Ｓ
Ｋ
二
一□

等
□

］
ｏ
Φ
×

り
ｏ
×

Ｐ
ｏ
　

ｏ
∞
］

μ
φ
Ｏ

×

］
∞
×

∞

枷
　

〇
∞
∞

∞
∞
×

Ю
ｏ
×

〕

∞
　

ｏ
∞
∞

ド
］
ｏ
×

（
∞
ω
）
×

Ｐ
ｏ
　
ｏ
ω
μ

戯
Ｆ
ｏ
×
輌
『
　
ｏ
２

（
φ
枷
）
×
］
∞
×
９
Ｐ
　
ｏ
∞
Ｐ



ω
は
板
目
材
を
加
工
し
た
荷
札
木
簡
で
、
上
端
か
ら
約
六
帥
の
と
こ
ろ
の
左

右
側
縁
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
下
端
部
左
右
側
縁
は
角
を
切
り
落
と
し
て
い
る
。

表
面
に

「六
月
十
九
日
」
と

「鐘
正
ミ
弐
百
斤
入
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
該
地
へ
の
錫
納
入
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
裏
面
に
は

「南
無
伍
大
力
井

釜
口薩
の
異
体
字
と

と
し
て
、
荷
の
到
着
の
無
事
を
祈
願
し

た
盗
難
除
け
の
呪
句
と
、
納
入
者
と
考
え
ら
れ
る

「鳥
居
小
右
衛
門
尉
」
の
人

名
が
見
え
る
。
②
は
板
目
材
を
加
工
し
た
荷
札
木
簡
で
、
上
部
の
左
右
側
縁
部

に
切
り
込
み
を
入
れ
、
下
端
部
は
先
細
り
に
加
工
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
面
に

は
、
「兵
衛
」
と
い
う
人
名
の

一
部
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
に
、
刺
突
痕
が
二

カ
所
に
認
め
ら
れ
る
。
①
は
柾
目
材
を
加
工
し
た
荷
札
木
簡
で
、
上
部
の
左
右

側
縁
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
下
端
部
は

一
部
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
、
先
細
り

に
加
工
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
「な
」
「郎
」
は
、
人
名
の
一
部
の
可
能

性
が
あ
る
。
④
は
柾
目
材
を
加
工
し
た
容
器
の
一
部
で
あ
る
。
０
は
柾
目
材
を

加
工
し
た
曲
物
底
板
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
⑥
は
柾
目
材
を
加
工
し
た
柿
経

の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

平
井
和

「豊
臣
前
期
の

「鑢
」

『章
火
』
一
二
一
、
二
〇
〇
六
年
）

と
記
さ
れ
た
荷
札
」
（働
大
阪
市
文
化
財
協
会

（平
井
　
和
、
釈
文
　
一ユ
谷
浩
之

。
鳥
居
信
子
）

嘩 鞠


